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２６）麻酔科
1 ．診療体制と患者構成
１ ）診療科スタッフ（講師以上）
萬　　知子（教授、診療科長）
山田　達也（臨床教授）
徳嶺　譲芳（准教授）
森山　　潔（准教授）
窪田　靖志（講師）
森山　久美（講師）

２）常勤医師数、非常勤医師数
常勤医師数　助教以上１8名、医員 4名、レジデント 9名。非常勤医師： 3名

3）指導医数、専門医・認定施設（学会名）
日本麻酔科学会：指導医 7名、専門医１１名、認定医 7名
日本集中治療学会専門医 4名
日本緩和医療学会暫定指導医 １名

4）外来診療の実績
≪専門外来≫
周術期管理外来（月〜金、第一土曜）
術前リスク外来（月〜金）
緩和ケア外来（月〜金）
高気圧酸素療法外来（月〜金）
　周術期管理外来では、手術安全の向上を目的に、原則として、予定手術を受ける患者全例を対象と
している。また、従来より行われていた麻酔ハイリスクのコンサルト目的の外来も継続している。平
成２6年度は予定手術を受ける患者の 9割以上が麻酔科外来を受診した。周術期管理外来及び術前コン
サルト外来により、手術室の安全や効果的な運営に寄与した。

予定手術症例に対する、麻酔科外来（周術期、リスク）受診状況（H２4. 9月〜 H２7. 3月）　　　
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５ ）入院診療の実績
　≪麻酔管理実績≫

　小児開心術を除く、すべての科の手術に対して、麻酔管理を行っている。中央手術室外では、放射
線治療室において小線源治療（ 3例）、血管造影室において血管造影（ 3例）、ハイブリッド手術室に
おいて血管ステント術（数例）を施行した。
　平成２6年度（２0１4年度）の中央手術室における麻酔管理症例数は6, 6２５例であった。麻酔科管理症
例は、前年比２. 8％減であった。

【中央手術室における麻酔科管理症例の年次推移（表）】

年次 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度
全身麻酔（件） 5, 623 5, 588 5, 905 5, 919 5, 986 5, 908
脊髄くも膜下麻酔
または硬膜外麻酔 857 851 826 788 828 717

合計（件） 6, 480 6, 439 6, 731 6, 707 6, 814 6, 625

≪集中治療管理≫
　別項参照（P２１５）

≪緩和ケアチーム≫
　他の診療科の入院患者について疼痛治療の診療依頼があった場合、その診療科と併診をしている。
がんによる疼痛で入院を必要とする患者は、緩和ケアチームが担当診療科と併診している。緩和ケア
チームの身体症状を診る専従医 １名と専任医は麻酔科が担当している。緩和ケアにより疼痛を始めと
する初症状の速やかな軽減が得られ早期退院、転院、安らかな看取りに結びついている。

緩和ケア外来、緩和ケアチームに関しては、別項参照　

2 ．先進的医療への取り組み
　原発性重症肺高血圧症患者の全身麻酔および区域麻酔、末梢神経ブロックによる麻酔管理を数例、
施行した。

3 ．低侵襲医療の施行項目と施行例数
　全身麻酔の危険性が高い患者（原発性肺高血圧症合併患者、重症糖尿病壊疽の下肢切断など）に対
しての末梢神経ブロックによる低侵襲麻酔を施行した。

4 ．地域への貢献（講演会、講義、患者相談会など）
多摩麻酔懇話会　常設事務局、三多摩緩和ケア研究会　常設事務局

5 ．医療の質の自己評価
①　多数の麻酔管理を安全に実施できた。
②　�周術期管理外来の充実により、術前管理を向上させ、手術室の安全で質の高い麻酔を提供する事

に貢献した。
③　緩和医療を院内および地域内で普及発展させることができた。
④　集中治療室（CICU、SICU、SHCU、HCU）の管理運営に貢献した。
⑤　高気圧酸素治療室の管理運営に貢献した。


